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「福音は神の力」 
ローマの信徒への手紙1章 
1:16 わたしは福音を恥としない。 
福音は、ユダヤ人をはじめ、ギリシア人にも、信じ
る者すべてに救いをもたらす神の力だからです。 
1:17 福音には、神の義が啓示されていますが、そ
れは、初めから終わりまで信仰を通して実現される
のです。「正しい者は信仰によって生きる」と書いて
あるとおりです。 
＊＊＊＊＊ 
1）福音を恥としない 
パウロが語ろうとしている福音は十字架で死なれ
たイエスという方の出来事を中心に進められてい
きます。ですから、十字架にかかった人を救い主と
考えるなどナンセンスと感じていた一般人にとっ
て、この福音は「恥」でした。 
「悪い冗談はやめてくれ」と言われそうな出来事で
あり、常識的には考えにくい内容です。 
「神が救い主を世に遣わす計画があり、それを実行
した」ここまではわかります。 
「救い主は来て貧しさの中に暮らし、人々に神の愛
を説いた」これもわかります。 
しかし、「この救い主は十字架にかけられ、ののしら
れ、神の裁きを受けて死んだ」「その十字架の死は私
たちの罪の代価であり、私たちを救うための身代わ
りの死であった」「救い主は十字架の上で贖いを完
成し、三日目に死からよみがえり、天におかえりに
なった」「今、この救い主を信頼するなら、そのお方
の死と復活のおかげで、私たちに神の赦しが 
もたらされる」と続くと、なんだか、「ほんとかなぁ」
と思いたくなってしまうのが人間一般の傾向だと
思います。 
「やっぱり、イエスの十字架と復活については信じ
にくいや。他のことはまあまあ許せるけど」 
という態度の人が多いのです。 
そういう人にとっては、福音は馬鹿馬鹿しいたわ言
のように聞こえるのです。恥ずかしい内容と感じる
のです。 
パウロは、わたしは福音を恥としないと語りました。 
 

2）神の力である福音 
実はパウロにとって、イエス様の福音は、恥どころ
か、神の力だと力説します。 
それはイエス・キリストの福音を信頼するすべての
人の心に救いをもたらす力があり、神への信頼、 
イエス・キリストへの信頼を心に受け取る人たちの
生活を一新させる力があるからだとパウロはいう
のです。 
私たちの心に「救い、赦し、天国への確信、死から
の勝利の確信、神からの希望」をもたらすのは、私
たち自身の行いとか、頑張りではなく、神様ご自身
であり、そのお方の力こそ、まさに福音の力、私た
ちを作り変える力なのです。 
この「力」という言葉はダイナマイトという言葉の
語源になっています。 
どんな力も破壊し、新しく作り直す力なのです。 
神が私たちのために用意してくださった福音には、
そういう力があるのだとパウロは語り、だからこそ 
私は福音を恥としないと断言するのです。 
 
3）福音の中心的部分：神の義 
パウロは「福音には、神の義が啓示されている」と
語っています。 
この福音を知ることで「神の義」がわかるというの
です。神の義とは、すなわち「神の救い」 
パウロが言う「義」は、私たちにはあまり馴染みが
ありません。 
「義」という文字から、当然私たちは日本語の「義」
が持っている意味を理解します。 
そして日本語の「義」には、倫理的な意味しかあり
ません。 
救いとか、憐みとかいう雰囲気は日本語的な「義」
という言葉からは感じることができません。 
しかし、パウロはギリシア語の世界に生きていまし
たから、ギリシア語の「ディカイオスネー」 
という言葉に彼の思いを込めて「義」を語りました。 
この言葉には、ギリシア文化において培われた意味
が込められています。それは、「正義・誠実・正しさ」 
などの同義とみなされている意味で、「ディカイオ
スネー」は、ひとつの「徳」を表す倫理的な意味合
いの強い言葉です。この部分は日本語の「義」も似
ています。 



 しかし、パウロは「ディカイオスネー」にもう一つ
の意味を込めました。 
それは、「神さまの救い」と結びつけられた救済論的
な意味です。 
つまり、「神の義」は、「神の救い・神の恵みの業」
を意味しています。同様に、「義とされる」は、「救
われる・解放される・神の恵みの業にあずかる」こ
とを意味します。いずれも、「神さまの救い」と結び
付けた意味で用いられていますから、救済論的な意
味と言われます。 
「神の義」とは実は「神の正義」という面だけでな
く、むしろ「神の救い、神の恵みのみわざ」を意味
していることを心にしっかり留めてこの手紙を読
む必要があります。 
「神の義」という言葉を「神の救い」と読み替えて
も間違いではありません。むしろ、そういうふうに 
理解しつつ読む必要があります。 
 
そして、この神の救いこそ、福音によって明確に「啓
示される」というのです。 
つまり、この「神の義」「神が義と認めてくださる救
い」は人間がみずから努力して達成し、 
獲得しなければならない義ではなく、神が人間のた
めに成し遂げてくださった「救い」だということが
わかります。 
 
4）信仰による 
「それは、初めから終わりまで信仰を通して実現さ
れるのです。 
「正しい者は信仰によって生きる」と書いてあると
おりです。 
とパウロは書きました。「正しいものは信仰によっ
て生きる」という言葉は旧約聖書ハバクク書の中の
言葉です。 
新共同訳では 
2:4 見よ、高慢な者を。彼の心は正しくありえない。
しかし、神に従う人は信仰によって生きる。」 
新改訳では 
2:4 見よ。彼の心はうぬぼれていて、まっすぐでな
い。しかし、正しい人はその信仰によって生きる。」 
となっています。 
この箇所でわかるのは「神は、神の前にまっすぐに

立つ人を求めておられる」ことと、「うぬぼれて自分
を過信する生き方ではなく、身を低くして神を信頼
する生き方を願う」人を求めておられるということ。 
神を信じるとは、また改めて学びますが、神の前に
何も隠さず、まっすぐに立つことを意味しています。 
神と向き合うわけです。 
 
いよいよ、本論がはじまります。 
期待しながら読んでいきましょう。 
 
 


